
国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

○ 留学生受入増への取組
・ 学生交流協定を新たに13大学と締結し、今後、協定に基づく受入留学生が21名増加（派遣学生も同数）する。
・ 協定に基づく受入留学生が、前年（606名）に比べ、9名増加したほか、通年の受入留学生については、前年（733

名）に比べ、127名増加した。
・ 交流協定校に在籍する日本語学習者を対象とした、ショートステイ・サマーコース及びウィンターコース（サマーは3週

間、ウィンターは4週間の集中講座）を開催し、参加した81名の留学生に修了証を授与した。

○ 教職員の多様化・高度化への取組
・ 国際日本学研究院に新たに外国籍の教員を採用し、平成28年度の博

士前期課程国際日本専攻の開設準備を進めたほか、博士前期課程地
域・国際専攻「日本歴史文化論」や英語による世界教養プログラム科目
（「Japanese History」など）を担当し、学生の国際理解や英語運用能力
の向上に貢献した。

・ 職員の学内英語研修への参加や、海外における業務従事（5名の職員が
延べ4ヶ国）により、英語の実践的な運用能力が向上するとともに、教育研
究支援体制の国際化が進んだ。

○ 協定校とのJoint Education Program の実施のための取組
・ 協定校とのJoint Education Programを学部において9件実施したほか、大学院において19名の大学院生が協定

校などの関係教員から研究指導を受けた。
・ 国立台湾師範大学

「科学としての外国語教育学入門」をテーマに、学習者の心理学、学習者コーパス、e-learningの基礎理論を学ぶこ
とができた。

・ エアランゲン・ニュルンベルグ大学
エアランゲン・ニュルンベルグ大学の日本語学専攻学生22名と、本学でドイツ語を学ぶ学生27名が、日独タンデム
合宿及び日本語教育専修コース・インターンシップを行った。

・ Joint Education Programを、新たに制度化した一般聴講生制度において開放し、連携高校生が受講することによ
り本学の教育内容への理解が広がった。

○ 広報の充実の取組
・ Webページの英語化の体制を強化することにより、英語による
掲載範囲の拡大や掲載時間の短縮を図った。

・Global Japan Officeの活動などを日英両言語併記で発信するな
どにより、国際的な観点からの広報が充実した。

○ 本学からの派遣留学生増への取組
・ 派遣留学生は、協定校の短期海外留学を中心として、前年
（568名）に比べ、229名増加した。

・ 派遣する学生を対象とした本学独自の危機管理システム
「ただいま海外留学中」を導入し、更に安全安心な留学が可
能となった。

３．取組内容の進捗状況（平成２７年度）

「ただいま海外留学中」サイト教育改革関連

○ 教務システムの国際化の取組
・ TUFSクォーター制の導入により、学年暦が柔軟化され、ショートビジットが増加するなど、多様で効果的な学修が実

現した。
・ TUFSポートフォリオによる、諸言語の学習履歴及び達成度の確認や、留学情報の確実な把握など効果的な学習指

導を行うことが可能となった。
・ 学生アンケートを分析し、言語文化学部及び国際社会学部において報告書として取り纏めた。
・ 全てのシラバスを英語化・外国語化することにより、教育の国際性が増した。
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〈東京外国語大学留学促進キャラクター：トビタくん〉

※留学種別を問わない



■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組（タイプBのみ）

○ 英語以外の外国語のCEFR等の国際標準に基づいた言語能力指標の設定
・ 国際基準であるCEFRに準拠し、同基準の下位レベルを精密化
した、「CEFR-J」に基づく言語能力指標の整備の一環として見本と
なる英語による指標サンプルを作成した。また、英語以外の26言語
の教育担当者と協議し、授業カリキュラム、指導法、評価、利用可能
な教材・言語資源などの聞き取り調査を行った。

・ 語学能力指標開発ため、英語については、TOEIC公開テスト団体
一括受験（受験者1,342名）を、その他の言語については、トルコ語
（受験者12名）、ドイツ語（受験者54名）及びフランス語（受験者62名
）の各言語外部試験を受験させた。

■ 自由記述欄

○ 平成２８年度に向けて
平成２８年度も、本学の掲げる構想実現に向け、着実に取り組んでまいります。

・ 本学における集中セミナー、本学学生と海外協定校の学生がともに参加するスタディーツアー、遠隔授業、大学院生の
共同指導など、新たな形態によるJoint Education Programを開拓します。

・ Global Japan Officeを着実に拡充します。（イラン、オーストラリア、トルクメニスタン、ザンビアを予定）
・ 協定校への交換留学を260名程度に拡大します。
・ 平成２７年度に導入したTUFクｫーター制について、教育アドミニストレーション・オフィスが運用状況を点検し、改善への
提言を行います。

・ 留学促進のための短期海外留学科目を修士課程に設置します。

■ 大学独自の成果指標と達成目標
○ Global Japan Officeの展開とTUFS留学支援共同利用センターの取組
・ 新たに上海外国語大学（中国）、韓国外国語大学校（韓国）、サラマンカ大学
（スペイン）、グアナフアト大学（メキシコ）、ベオグラード大学（セルビア）及びリ
オ・デ・ジャネイロ州立大学（ブラジル）にGlobal Japan Officeを設置し、日本
語・日本文化の普及と発信活動を開始した。

・ 既設の、ヤンゴンオフィス、ロンドンオフィス、カイロオフィス及び淡江オフィスで
は引き続き日本語・日本文化の普及と発信活動を行うとともに、各オフィスに配
置したコーディネーターのうち、初任者4名を本学に招へいし、大学説明会を開
催した。

・ ヤンゴンオフィスでは、正課外で行っている日本語教室の初習受講生から、日
本に対する興味や関心についてのエッセーを求めた結果、日本に対する高い
関心が読み取れた。

・ TUFS留学支援共同利用センターにおいて、平成26年度の留学状況を分析し、
新たに「留学白書」として取り纏め刊行した。今後、この白書により、留学状況
を把握し派遣留学の増加に活用する。

・ TUFSグローバルコミュニティ会合を、カイロ（エジプト）、グアナフアト（メキシ
コ）やマドリード（スペイン）など７カ所で開催し、本学からの留学生、卒業生と本
学関係者など計127名が出席し、相互に情報交換を行った。なお、平成27年開
催の会合参加者を対象にアンケート調査を行い、会合の成果を確認した。

○ 言語関係の取組
・ 卒業までの英語の最低保障の目標として掲げた「TOIEC800点」の達成者は、前年度（1,038人）比、388人増であった。

また、TOIEC800点を達成したものの次の目標のうち、英語においてTOEIC900点を達成した者は、前年度（348人）比、
137人増であった。

・ 外国語で開講される授業科目数は、前年度（149科目）比、45科目増加し、多言語による学びの場が実現した。

〈リオ・デ・ジャネイロ州立大学GJO開所式の様子 〉

ガバナンス改革関連

○ ガバナンス改革への取組
・ 総合戦略会議を設置し、4つの機能別オフィスと各オフィスにWGを設け、学長を中心とした機動的な大学運営を推
進した。

・ 年俸制を導入し、新たに7名の教員が年俸制に移行するとともに、平成28年度のクロスアポイントメント制度の導入
により、教育研究の高度化や教員の流動性が推進される。

〈CEFR-J プロジェクトのイメージ〉

○ 学部新設・大学院改組に関係して検討・実現する制度設計の取組
・ 世界に飛び立つ前に、日本語と日本の文化、歴史、社会などを学び、「日本力」を高めるため、全学教養日本力プロ

グラムを開始したほか、日本語未習の留学生を主な対象とする「国際日本プログラム」の平成28年度開始に向け、
設計や準備を進めた。

・ 「国際日本プログラム」への入学者選抜のため、教員を海外協定校へ派遣して調整のうえ、スカイプ等による面接で
渡日前選抜を実施した。

〈ベオグラード大学GJO開所式の様子 〉
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